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英語で教えるオンライン授業への適応： 

「ニューノーマル」時代に大学で教えるための課題と可能性 
Adjusting to the English online classroom:  

Challenges and possibilities for teaching in the “new normal” 

  

Philip Maclellan 氏 （一橋大学経済学研究科 教授） 

2021 年 9 月 24 日（金） 15:00－17:00  
本セミナーは Zoom によるオンライン開催です。以下をご確認のうえ、お一人様１アカウントにてお申し込みください。 

・カメラ・マイクが利用可能で、高速なインターネットに接続された PC 等が用意できること 

・発言等ができる静穏な環境で参加できること 

定  員：90 名（申込締切 9 月 17 日） 

申込方法：申込フォーム（http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/seminar/form/）から必要事項をご送信ください。 

     その際にご入力頂いたメールアドレスへの返信をもって、申込完了となります。  

     参加方法は、参加申込された方に後日お知らせします。 

     ※いただいた個人情報は、本企画運営の目的にのみ使用いたします。 

お問合せ先：info@cshe.nagoya-u.ac.jp   Tel: 052-789-3534（セミナー専用）    
 

 

 

講演概要： 

新型コロナウイルスは大学教育の提供方法に思いを巡らす

新しい可能性を生み出しました。このセミナーは、講師自

身の教育実践から得られた具体的な事例を用いて、英語に

よるオンライン教育に際して直面した課題の振り返りから

始まります。次に、オンライン教育環境に不可欠な教育原

理を基に、参加者はこれらの課題を自分の教育実践でどう

克服できるかについて話し合います。 セミナーの最後には、

長期的に教育を向上させるために、オンライン学習におけ

る「自然実験」から我々はどのように学ぶかを議論します。 

Abstract： 
The novel coronavirus has caused upheaval throughout 

higher education worldwide, but while transitioning 

from face-to-face to online lesson delivery has been 

challenging, it has also created new possibilities for 

imagining how education can be delivered. How can 

learning objectives best be achieved in this new 

learning environment? The seminar will begin by 

looking back at the challenges we have faced in 

adjusting to an online educational environment, with 

specific examples provided from the presenter’s own 

teaching context. Then, following an overview of 

fundamental educational principles that are crucial to 

an online educational environment, participants will 

discuss how these challenges may be overcome in 

their own educational contexts. The seminar will end 

with a discussion of how we can learn from this 

“natural experiment” in online learning to improve 

education over the long term. 

 

使用言語：英語 

・講師は非母語話者にもわかりやすい英語を話します。 

・参加者間の議論は、日英どちらでも構いません。 

http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/seminar/form/）から必要事項をご送信ください。

